
  

「北陸電力グループＣＳＲ報告書２００６」の発行について

                                                                            平成18年7月5日
                                                                            北陸電力株式会社

　当社は、このたび「北陸電力グループＣＳＲ報告書２００６」を発行しました。

　この報告書は、北陸電力グループが平成17年度に実施したＣＳＲに関する取組み

を中心に取りまとめ、広く社会の皆さまにご紹介するため、発行するものです。

　昨年、当社は、それまで環境保全活動の年次報告書として発行してきた「環境報

告書」を「ＣＳＲ報告書」と改称し、従来の環境保全活動に関する内容中心の構成

に、コンプライアンスの徹底など社会性に関する取組みの内容を加え、社会編、環

境編で構成する「ＣＳＲ報告書２００５」を発行しました。

　今年は、新たに報告書導入部に「特集」を掲載するとともに、社会編、環境編に

加え、「経営編」を設定するなど、更なる内容の充実を図っております。

　この報告書を通じて、広く社会の皆さまに北陸電力グループのＣＳＲに関する考

え方や取組みをご理解いただくとともに、一層の双方向コミュニケーションの推進

に努めてまいります。

「北陸電力グループＣＳＲ報告書２００６」の概要

　（詳細は別紙を参照してください）

　　　１．報告書の特徴

　　　２．主な掲載内容

以 上

＜添付資料＞

「北陸電力グループＣＳＲ報告書２００６」

（なお本報告書は当社ホームページ「ＣＳＲへの取組み」

 (http://www.rikuden.co.jp/csr)からダウンロードいただけます。）
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「北陸電力グループＣＳＲ報告書２００６」の概要 

 

1．報告書の特徴 

（1）名称   

「ＣＳＲ報告書」を「北陸電力グループＣＳＲ報告書」と改称しました。 

（2）構成・内容   

   以下のとおり構成・内容の充実を図りました。 

   ①「特集記事」を新たに掲載 

    ・報告書導入部に「特集記事」を新たに設け、北陸電力グループのＣＳＲ理念を体現する典型

事例を掲載しました。 

    ②「経営編」を新たに設定 

    ・従来の「社会編」、「環境編」に加え、「経営編」を新たに設定し、中期経営方針「北陸電力

グループの羅針盤（クオ バディス）２０１０」、北陸電力グループＣＳＲ行動計画などを掲

載しました。 

   ③「ＶＯＩＣＥ」欄を新たに掲載 

    ・従業員、お客さまなどの「ステークホルダーの声」を「ＶＯＩＣＥ」として、特集記事、社

会編、環境編の中で紹介しています。 

 

2．主な掲載内容 

 ■ 社長あいさつ 

 ■ 特集「北陸電力グループのＣＳＲ」 

  ・「志賀原子力発電所2号機 営業運転開始」 

  ・「豪雪、北陸を襲う」 

  ・「エコキュートによる『やさしい暮らし』のご提案」 

  ・「電気料金の値下げ」 

 ■ 経営編 

  ・中期経営方針「北陸電力グループの羅針盤（クオ バディス）２０１０」、北陸電力グループ   

ＣＳＲ行動計画、コーポレート･ガバナンス体制、北陸電力グループＣＳＲ推進体制など 

■ 社会編 

・「コンプライアンスの徹底」 

  ・コンプライアンス推進への取組み（推進体制、研修の実施 等） 

・「お客さま満足の向上」 

・低廉・良質な電気のお届け（低廉な料金水準の実現、高品質な電力流通システム 等） 

・エネルギーの効率的利用提案（省エネ・環境性に配慮したコンサルティング、エコキュートを

中心としたオール電化住宅のご提案 等） 

・お客さまの声の事業活動への反映（ブルーエコーシステム 等） 

・「従業員満足の向上」 

・キャリア形成（従業員教育 等） 

・働きやすい職場づくり（育児・介護休業制度、次世代育成支援 等） 

・安全衛生（安全衛生活動の方針 等） 

 

別 紙 
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・「社会からの信頼の獲得」 

・原子力への安全・安心確保（品質保証活動、原子力発電所の定期点検の実施、環境放射線モニ

タリング、国・県・市町村への情報公開 等） 

・広報・広聴活動（「女性の会」支援 等） 

・地域との共生（「こども110番の車」運動、地域文化・スポーツ振興支援 等） 

・教育支援（出前講座の実施 等） 

・「株主・投資家満足の向上」 

・株主・投資家の皆さまとのコミュニケーション（ＩＲ活動、株主総会 等） 

■ 環境編 

・「方針、目標および実績の総括」 

 ・北陸電力21世紀環境憲章 

 ・2006年度北陸電力グループ環境管理計画 

 ・2005年度環境管理計画の実績と評価 

 ・マテリアル・バランス 

・「環境管理」 

 ・環境マネジメントシステム（環境管理体制、環境教育 等） 

 ・環境会計 

・「地球温暖化防止」 

 ・地球温暖化防止に向けた取組み（CO2排出原単位目標 等） 

 ・原子力発電の推進（志賀原子力発電所によるCO2排出抑制効果 等） 

 ・新エネルギーの普及（風力発電の開発、木質バイオマス混燃発電の導入計画 等） 

 ・お客さまの省エネ推進（高効率ヒートポンプの普及促進、北陸電力グループ各社による省エネ

推進活動） 

 ・日常業務における省エネルギー（超低燃費車の導入 等） 

 ・京都メカニズムの活用（炭素基金等への参加） 

・「環境保全」 

・発電所の環境保全対策（大気汚染防止対策、水質汚濁防止対策 等） 

・周辺環境と調和した設備形成（設備周辺の緑化） 

・化学物質の管理（PCB廃棄物の処理の推進、アスベスト対策の推進） 

・「循環型社会の形成」 

 ・3Rの積極的な推進（産業廃棄物の最終処分量の低減） 

 ・オフィスごみゼロの推進（安全作業用品のリサイクル 等） 

 ・地域と一体となったリサイクル活動（生ごみのリサイクル 等） 

 ・グリーン購入・調達の推進（グリーン調達品目の拡大） 

・リサイクル事業の推進（プラスチックのリサイクル、機密文書のリサイクル） 

・「資料編」・・・地球温暖化防止対策、環境保全対策、循環型社会形成に関する各種データ 

 

以  上 




